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※設計基準を満足する線形で復旧本復旧

応急復旧（H19年冬季までの復旧）
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舗装路面損傷区間の復旧イメージ

■応急復旧
　段差すり付け、陥没補修
　・構造物前後の沈下や空洞、亀裂等にはエアモルタルの注入や路盤の置換えにより舗装耐加力を確保
　・冬季の除雪作業に配慮（極端な段差解消）し、冬季路面の管理に必要な応急復旧を実施

■本復旧（平成２０年春より実施）
　舗装の縦断修正
　・本復旧（完成形の復旧）は、現状の縦断線形要素を考慮したすり付け勾配で復旧

舗装路面
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■応急復旧
　主桁端部補修、支承補修、橋脚補修
　・主桁損傷部への仮設ベント設置
　・支承損傷部へのサンドル設置と支承の仮固定
　・橋脚損傷部の断面修復

■本復旧（平成２０年春より実施）
　・支承損傷部は、支承取替等による補修
　・伸縮装置損傷部は、伸縮装置の取替

支承損傷部⇒取替
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調査ボーリング等

円形水路補修

空洞充填

はく落・クラック

はく落防止シート

内空変位計測

走行追越

中分
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新設（集約）
光・メタル同一ルート

光ケーブル メタルケーブル

トンネル

■応急復旧
　覆工コンクリートのはく落、クラック補修
　・クラック注入、断面修復、はく落防止シートの設置
　・調査ボーリング、計測工

■本復旧（平成２０年春より実施）
　
　・覆工背面の空洞充填、円形水路の補修

通信管路

■応急復旧
　通信管路の破損、通信ケーブルの切断
　・破損・切断箇所間の最小範囲によるケーブル接続と仮迂回

■本復旧（平成２０年春より実施）
　・通信管路、ケーブルの新設敷設
　　　⇒「光・メタルケーブル」を片側に集約


